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一

こ

の
小
論
で
は
、
西
山
派
祖
証
空
が
、
阿
弥
陀
仏
の
救

い
を
現

実
生
活
で
ど
の
よ
う
に
う
け
と
め
、

そ
の
救
い
が
、
現
世
の
生
活
に
ど

の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
る
と
考
え
て
い
た
の
か
、
こ
の
問
題
に
焦
点
を
し

ぼ
つ
て
論

を
す
ゝ
め
た
い
。
な
お
自
筆
砂
と
よ
ば
れ
る
観
門
義
系
の
著

述
と
、
和
語
、
法
語
類
を
中
心
資
料
と
し
て
論
究
し
て
い
き
た
い
。

"

二

平
生
と
臨
終
。
証
空
は
、
往
因
の
決
定
が
、
臨
終
を
ま
つ
て
始

め
て
定
ま
る
の
で
は
な
く
、
平
生
、
臨
終
に
か
か
わ
ら
ぬ
と
説
く
。
弘

願
に
帰
し

て
、
仏
心
に
相
応
す
る
時
、
往
生
は
定
ま
る
と
主
張
す
る
。

「命
を
捨

て
ず
と
誰
も
観
門
弘
願
に
帰
す
る
謂
れ
を
得
れ
ば
、
往
生
に

於
て
決
定
し
ぬ
」
「
念
仏
三
昧
を
往
生

の
体
と
心
得
る
よ
り
外

に
別
に

臨
終
を
置
く

べ
か
ら
ず
、

又
別
の
来
迎
を
置
く
べ
か
ら
ず
、
念
仏
即
往

生
、
往
生
即
臨
終
な
り
、
,又
来
迎
な
り
、
こ
こ
を
念

々
不
捨
者
と
釈
す

(1
)

る
な
り
」

と
述
べ
て
い
る
。
弘
願
に
帰
す

る
時
、
往
生
は
定
ま

る
か

ら
、
念
仏

即
往
生
、
或
は
信
心
を
得
る
時
を
臨
終
と
名
付
け
る
の
で
あ

る
。
必
ず
し
も
命
終
を
臨
終
と
云
わ
な
い
。
証
空
の
念
仏
は
、
衆
生
,の

南
無
を
体

に
得
た
阿
弥
陀
仏
の
働
き
に
よ
つ
て
往
生
は
定
ま
る
と
み
る

仏
体
即
行
説
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
本
願
を
領

解
す

る

「
領
解

の
信

心
」
が
強
調
さ
れ
る
が
、

こ
の
信
心
定
ま
る
と
き
、
往
生
定
ま
る
と
み

る
。
従

つ
て

一
念
よ
り

一
形

の
念
仏
を
論
ず
る
に

つ
い
て
も
、
善
知
識

の
勧
め
に
従
う
命
終
者
が
、

一念
往

生
を
願
う

場
合
、
な

お

一
念

に

限
ら
,ず
、
二
念
、
十
念
に
お
よ
び
、
病
愈
え
て

一
形
を
尽
す
場
合
も
あ

(2
)

る
。
臨
終

一
念
に
特
殊
な
意
味
を
も
た
せ
ず
、

一
形
の
念
を
つ
ぼ
め
れ

ば
臨
終

の
一
念
で
あ
り
、
臨
終

の
一
念
も
、
平
生

の

一
念
も
変
わ
ら
な

い
と
主
張
す
る
。

三

此
世
の
解
脱
。
本
願
に
相
応
し
、
平
生

一
念
に
往
生
の
大
事
が

定
ま
る
と
説
く
が
、
煩
悩
具
足
の
我
等

の
身
に
と
つ
て
、
此
の
世
の
救

い
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
説
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
点
を

(3
)

考
察
し
た
い
。
「散
観
門
義
」
で
は
、
即
得
往
生
を
解
釈

し
て
い
る
。

「
観
経
」
上
上
品
に
は
、
「
若
有
衆
生
」
と

「
復
有
三
種
衆

生
」
を
即

便
往
生
と
当
得
往
生
に
配
す
る
。
聖
道
諸
師
は
別

々
の
衆
生
が
、
種

々

の
行
に
つ
い
て
往
生
す
る
と
解
釈
す
る
。
証
空

は
、
即
得
も
当
得
も
同

一
人
に
つ
い
て
論
ず
べ
き
で
あ
る
之
主
張
す
る
。

即
便
往
生
と
は
、
弘

証

空

の
現

生
論

(
浅

井
)
 

二
三
五
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六

願
に
乗
ず

れ
ば
、
時
節
の
久
近
を
論
ぜ
ず
即
時

に
往

生
定
ま
る
を

い

う
。
弘
願

に
乗
ず
る
尋
常
の
往
生
を
指
す
。

こ
れ
に
対
し
、
当
得
往
生

は
、
観
門

よ
り
弘
願
に
乗
じ
必
ず
生
ず

べ
き
ゆ
え
に
当
得
と
述
べ
る
の

で
あ
る
。

し
か
し

「観
門
義
」
の
こ
の
説
明
は
、
平
生
に
対
す
る
臨
終

往
生
を
指
す

の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
意
味
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

の
他

「
観
門
義
」
系
の
著
述
中
に
、
こ
の
即
便
往
生
と
当
得
往
生
に
つ

い
て
論
ず

る
箇
所
は
見
あ
た
ら
な
い
。
従
つ
て
平
生
の
往
生
決
定
を
即

便
往
生
と
み
る
点
は
、
明
瞭
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
対
す
る
当
得
往
生
の

意
味
は
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
「三
縁
事
」
に
も
臨
終

と
平

生

を
同

一
と
み
て
、
名
号
の
聞
位
に
即
便
往
生
を
説
く
が
、
当
得
往
生
に

(4
)

つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
注
目
す
べ
き
は
、
此
世
と
後
世
と

に
各

々
解
脱
が
あ
る
と
指
摘
す
る
点
で
あ
る
。
「定
観
門
義
」
で
は
、

解
脱
と
は
、
生
死
出
離
の
異
名
、
断
惑
の
根
源

と
定
義
し
、
さ
ら
に
解

(5
)

脱
に
此
世

の
解
脱
と
後
世
の
解
脱

の
二
種
を
あ
げ
て
い
る
。
此
世
に
於

い
て
弘
願

に
帰
し
往
生
決
定
す
る
を
此
世
の
解
脱
と
名
付
け
る
。
浄
土

に
生
れ
、

凡
聖
等
し
く
不
退
の
境
に
入
り
、
無
明
を
断
ず
る
を
後
世
の

解
脱
と
述

べ
て
い
る
。
本
願
に
相
応
し
、
平
生
に
往
生
定
ま
る
か
ら
こ

れ
を
即
便
往
生
と
言
い
、
現
世

の
救
い
を
さ
ら
に
積
極
的
に
示
す

の
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を

「
此
世
の
解
脱
」
と
表
わ
す
の
で
あ
る
。
し
か

し
こ
の
現

世
の
解
脱
の
内
容
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
解
釈
が
な
い
か
ら

そ
の
内
容

は
不
明
確
で
あ
る
。
後
世
の
解
脱
と
は
異
な
り
、
独
自
の
意

義
を
考
え
ん
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
点
を
さ
ら
に
異
る
角
度
か

ら
論
究
し
た
い
。
善
導
、
法
然
を
承
け
て
、
証
空

の
人
間
観
は
、
深
く

鋭
い
。
弘
願
に
帰
し
て
、
な
お
障
り
多
く
、
煩
悩
多
き
人
間
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
煩
悩
具
足
の
凡
夫
が
往
生
決
定
す
る
と
い
う

事
は
、
「
具
縛
の
凡
夫
仏
の
願
力
に
乗
じ
て
往
生
極
楽
を
得
る

と
信
ず

れ
ば
、
煩
悩
を
断
ぜ
ざ
れ
ど
も
断
に
等
し
」
「
凡
夫
決
定
し

て
浄
土

に

生
ず
可
し
と
知
り
ぬ
れ
ば
、
自
力
修
行
の
断
惑
証
理
の
義
に
同
じ
か
ら

ず
、
浄
土
を
求
む
る
心
に
貧
瞑
を
断
ず
る
謂
れ
あ

り
」
と
述
べ
る
の
で

(6
)

あ
る
。
浄
土
門

の
生
死
出
離
は
、
ど
こ
ま
で
も
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
浬

藥
を
得
る
と
云
わ
れ
る
が
、

い
ま
仏
願
力
に
乗
じ
て
往
生
定
ま
る
時
、

「煩
悩
を
断
ぜ
ざ
れ
ど
も
、
断
に
等
し
く
」
「浄
土
を
求
む
る
心
に
貧

瞑
を
断
ず
る
謂
れ
」
を
み
て
い
く
の
で
あ
る
。
証
空

の
い
う
此
世
の
解

脱
と
は
、
本
願
に
帰
す
れ
ば
、
煩
悩
具
縛
の
凡
夫
の
ま
ま
で
、
煩
悩
を

断
じ
た
に
等
し
い
身
に
な
る
こ
と
だ
と
説
く
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
よ

う
な
身
に
な
る
こ
と
も
仏
願
他
力
に
も
と
ず
く
と
し
て
、
本
願

の
働
き

に
か
え
し
て
そ
の
源
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。

「濁
世
の
凡
夫

は
煩

悩
具
し
て
障
り
尽
き
ず
、
報
仏
の
浄
土
に
生
ず

可
き
分
無
し
と
錐
も
、

他
力
を
以
て
之
を
摂
す
れ
ば
、
其
の
障
り
無
き

こ
と
を
顕
す
可
し
」
と

(7
)

述
べ
る
の
で
あ
る
。

四

俄
悔

の
念
仏
。
次
に
注
目
す
べ
き
は
繊
悔

の
問
題
に
つ
い
て
、

証
空
独
自

の
本
願
力
滅
罪
を
説
く
点
で
あ
る
。
我
等
は
、
無
始
以
来
、

生
死
流
転
を
重
ね
た
存
在
で
あ
る
が
、
自
ら
の
繊
悔
に
よ
つ
て
罪
障
消

滅
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
弘
願
に
帰
す
る
他
力

の
立
場
に
も
と
ず
け

-743-



ぱ
、

一
切
の
罪
障
は
悉
く
除
か
れ
る
の
で
あ
る
。
本
願
力
に
も
と
ず
く

繊
悔
滅
罪
を
説
く
の
で
あ
る
。
至
心
俄
悔
を
解
釈
し
、
至
心
と
は
真
実

心
、
繊
悔

と
は
念
仏
で
あ
る
と
説
き
、
ま
た
弘
願
に
帰
す
る
心
と
も
述

べ
て
い
る
。
「
安
心
砂
」
に
は
こ
れ
を

「
繊
悔
す
と
は
、
南

無
阿
弥
陀

(
8
)

仏
と
申
す
な
り
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
観
門
弘
願
に
帰
し

て
念
仏

の

心
相
応
し
ぬ
れ
ば
、
相
続
し
て
間
断
無
し
、
此

の
念
念
に
罪
悉
く
除
か

る
故
に
清
浄
也
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
本
願
に
帰
し
て
専
心
念
仏
す
る

そ
の
念

々
に
滅
罪
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
戯
悔

は
生
死
流
転

の
凡
夫

が
、
自
ら

の
罪
業
を
深
く
自
覚
し
、
こ
れ
を
悔
い
改
め
、
罪
障
を
滅
す

べ
く
精
進
す
る
の
で
あ
る
。
善
導
は
、
日
想
観
釈
で
、
無
始
よ
り
つ
く

る
罪
業
を
漸
憶
し
、
深
い
戯
悔
の
心
情
を
あ
ら
わ
す
が
、

こ
れ
を
う
け

て
証
空
は
、
繊
悔
と
い
う
も
念
仏
に
外
な
ら
ず
、
念

々
の
滅
罪
は
こ
の

弘
願
念
仏
に
あ
り
、
本
願
に
相
応
し
、
本
願
に
帰
す
る
こ
と
こ
そ
至
心

繊
悔
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
先
に
み
た
煩
悩
具
足
の
ま
ま
、
煩
悩
を
断

ず
る
に
等

し
い
弘
願

の
念
仏
者
は
、
ま
た
生
涯
を
か
け
た
念
仏
の
実
践

に
お
い
て
、
仏
願
力
に
よ
る
が
ゆ
え
に
念
々
滅
罪
の
益
を
う
け
る
の
で

あ
る
。

五

現
世
の
利
益
。
次
に
念
仏
生
活
に
お
け
る
現
世

の
利
益
に
つ
い

て
考
察
し

て
お
き
た
い
。
「
五
段
砂
」
の
結
び
に
は
、
念
仏

者

の
現
生

の
利
益
と
し
て
無
量
劫
の
滅
罪
と
阿
弥
陀
仏
見
仏
の
二
益
を
あ
げ
て
い

る
。
「
西
山
国
師
御
法
語
」
に
は
、
こ
れ
を
五
種
増
上
縁

と
し

て
、
簡

潔
に
念
仏

の
利
益
を
述
べ
る

の
で
あ
る
。
「
滅
罪
増
上
縁
と
し

て
罪

を

け
す
徳
あ
り
、
護
念
増
上
縁
と
し
て
仏
に
守
ら
る
る
徳
あ
り
、
見
仏
増

上
縁
と
し
臨
終
に
仏
を
見
奉
る
徳
あ
り
、
摂
生
増
上
縁
と
て
仏
に
摂
取

せ
ら
れ
ま
い
ら
せ
候
徳
あ
り
、
証
生
増
上
縁
と
て
諸
の
悪
人
云
何
な
る

悪
人
な
り
と
も
仏
の
願
力
に
乗
じ
て
必
ず
往
生
を
得
る
な
り
、
此

の
五

種
増
上
縁
を
い
は
る
る
方
を
念
仏
の
利
益
と
は
申

し
は
べ
る
な
り
」
と

(
10
)

あ
る
。
こ
の
五
種
増
上
縁
に
つ
い
て
、
証
空
は
、
善
導
の
観
念
法
門
を

う
け
て

「
観
念
要
義
観
門
義
」
に
お
い
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
今
は

証
空

の
現
生
利
益
論
を
も
つ
と
も
明
示
す

る
と
思

わ
れ

る
滅
罪
、
護

念
、
見
仏
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。
滅
罪
増
上
縁
を
論
じ
て
、

一
切
衆
生
は
、
無
始
よ
り
輪
廻
を
重
さ
ね
、
罪
障
無
量
で
あ
る
が
、
弘

願

の
念
仏
に
は
、
往
生
後
の
滅
罪
は
勿
論
、
現
生
に
お
け
る
滅
罪

の
働

き
あ
り
と
そ
の
徳
を
讃
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
み
た
繊
悔
の

念
仏
論
と
同
じ
主
張
で
あ
る
が
、
五
種
増
上
縁
に
お
い
て
さ
ら
に
組
織

的
に
念
仏
滅
罪
を
論
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
の
念
仏

は
、
称
名
に
限
ら
ず

「
弘
願
に
帰
す
る
念
仏
」
「信
心
の
前
に
罪
滅
す
る
こ
と
必
定
な
る

こ

と
を
釈
し
顕
す
」
と
、
称
名
を
裏
付
け
る
信
心
を
重
視
し
て
、
念
仏
滅

(1
1)

罪
を
説
く
。
念
心
に
徹
す
れ
ば
必
ず
声
に
顕
れ
る
よ
う
に
、
仏
に
帰
す

る
念
仏
き
わ
ま

つ
て
声
に
顕
れ
る
念
仏
で
あ
る
と
も
説
く
。
称
名
に
と

ら
わ
れ
ず
、
帰
命
の
信
心
は
自
ず
か
ら
顕
わ
れ
、
他
力
念
仏

の
滅
罪
を

論
ず
る
。
現
世

の
利
益
と
し
て
念
仏

の
滅
罪
を
強
調
し
な
が
ら
、
称
名

を
励
ん
で
、
罪
障
消
滅
の
た
め
に
力
を
つ
く
す
自
力
念
仏
に
堕
せ
ぬ
よ

う
留
意
す
る
の
で
あ
る
。
護
念
増
上
縁
に
つ
い
て
は
、
仏
心
に
相
応
す

証
空

の
現
生
論

(
浅

井
)
 

二
三
七
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れ
ば
、
弥
陀
釈
迦
、

一
切
諸
仏
に
護
念
加
護
さ
れ
る
益
を
説
く
の
で
あ

る
が
、
「
延
年
転
寿
長
安
楽
是
也
」
の
文
を
釈
し
て
、
「内
に
仏
心
と
相

応
し
、
外

に
聖
衆
の
護
念
を
得
れ
ば
、
身
心
安
く
し
て
長
命
安
楽
な
り

と
顕
す
」
と
、
弥
陀
諸
仏
の
護
念
に
も
と
ず
き
、
身
心
と
も
に
安
ら
ぎ
、

(
12
)

長
命
安
楽

の
利
益
が
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

見
仏
増

上
縁

に

つ
い
て

は
、
弘
願

に
帰
す
れ
ば
、
本
願
の
働
き
に
よ
る
阿
弥
陀
仏
の
見
仏
の
利

益
あ
り
と
説
く
の
で
あ
る
。
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
凡
夫
は
本
来
見
仏

出
来
な
い
が
、
本
願
の
強
縁
に
よ
つ
て
見
仏

の
謂

れ
が
あ

る
と
述

べ

る
。
「
亦
見
ざ
れ
ど
も
、
往
生
義
疑
う
可
か
ら
ず
、
願
力
の
成

ず

る
所

(
13

)

往
生
を
本

と
す
る
也
」
と
あ
る
。
仏
の
見
、
不
見
に
よ
っ
て
往
生
が
定

ま
る
の
で
は
な
い
。
願
力
に
よ
つ
て
往
生
が
定
ま
る
か
ら
た
と
え
見
仏

不
可
能
で
あ

っ
て
も
、
往
生
義
に
疑
い
は
無
い
の
で
あ
る
。

日
本
浄
土

教
の
流
れ

に
お
い
て
は
、
見
仏
の
利
益
を
肉
眼

で
仏
を
見
る
益

と
し

て
、
感
覚
的
な
場
で
、
往
生
の
証
し
を
得
え
よ
う
と
す
る
主
張
も
あ
つ

た
が
、

こ
れ
を
否
定
し
、
あ
く
ま
で

一
切
衆
生

の
往
生
を
誓
う
本
願

の

立
場
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
ゆ
こ
れ
は
、
証
空
の
来
迎
観
と
も
関
わ

る
か
ら
、

別

の
機
会
に
詳
述
し
た
い
が
、
臨
終
来
迎
の
見
仏
と
い
う
問

題
な
ど
も
、

む
し
ろ
煩
悩
に
覆
わ
れ
る
ゆ
え
に
こ
れ
を
み
と
め
ず
、

こ

れ
に
と
ら

わ
れ
な

い
。
善
導
を
う
け
な
が
ら
、
さ
ら
に
展
開
さ
せ
て
、

証
空
独
自

の
見
仏
利
益
を
説
く
の
で
あ
る
。

以
上
、

証
空
教
義
に
お
い
て
は
、
往
生
は
、
臨
終
に
定
ま
る

の
で
は

な
く
、
観
門
よ
り
弘
願
に
帰
し
て
、
本
願
に
相
応
す

る
時

に
決
定
す

る
。

た

え

ず

平

生

の
救

い

に
注

目

し
、

現

実

生
活

に

お
け

る

本

願

の
救

い

と

は
何

か

を
論

究

し

て

い

る
。

す

な

わ

ち
、

後

世

の
解

脱

と

区

別

し

て
、

此

世

の
解

脱

を
説

く
。

煩

悩

を
断

じ
得

ぬ
、

現
実

の
深

い
自

己

内

観

に
立

ち

つ
、

な

お

本

願

念

仏

の
実

践

を
通

し

て
、

滅

罪

の
利

益

を

説

く

な

ど
、

積

極

的

に
救

い

の
意
義

を

み

と

め

て

い
く

の
で
あ

る
。

ま

た

善

導

の
影

響

を
う

け

て
、

さ

ら

に

五
種

増

上
縁

に
注

目
し
、

護

念
、

見

仏

な

ど
、

念

仏

者

の

上

に
あ

ら

わ

れ

る

具
体

的

な
現

生

の
利

益

を

論

ず

る

の
で
あ

る
。

1
 
定
観
門
義

(
大

日
仏
全
、
二
五
五
頁
)
、
西
山
国
師
御
法
語

(
四
〇
頁
)
。

2
 
散
観
門
義

(
大

日
仏
全
、

三
四

一
頁
、

三
六
二
頁
)
。

3
 
大
日
仏
全

(
三

一
四
頁
)
。

4
 
三
縁
事

四
頁

(
西
山
学
報
所
収
)
。

5
 
定
観
門
義

(
大

日
仏
全

二
〇

九
頁
、

二
五
三
頁
)
。

6
 
散
観
門
義

(
大

日
仏
全

三
七
五
頁
)
、
礼
讃
観
門
義

(
大

日
仏

全

五

一

二
頁
)
拙
論

「
証
空
教
学

の
考
察
-

仏
身
論

と
衆
生
論
を
中
心
と
し
て

」

(
真
宗
学

四
〇
号
)
。

7
 

序
観
門
義

(
大

日
仏
全

一
六
〇
頁
)
。

8
 

定
観
門
義

(
二

一
七
頁
、

二
六
〇
頁
)
、
安

心
砂

(
四
頁
)
。

9
 

序
観
門
義

(
大

日
仏
全

一
九
四
頁
)
。

10
 
五
段
砂

(
一
二
頁
)
、
西
山
国
師
御
法
語

(
四
五
頁
)
。

11
 
観
念
観

門
義

(
大

日
仏
全

二
八
、

二
九
頁
)
。

12
 
観
念
観
門
義

(
大

日
仏
全

三
三
頁
)
。

13
 
観
念
観
門
義

(
大

日
仏
全

三
七
頁
)
。
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